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和紙庶料、の酸酪精練に裁て  

Ⅶ ブセトy十ブタノール醗酵細菌による、樺の醗酵精練に裁て  
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Onthe retting of｝plant fiber mateIials 

forJapanese paper ma血factur’e  

Ⅶ Onthe r占tting of barksofpaper mtilberry tt・ee  

by acetone butanolfermentation bacteria  
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A・KA笹∵￥．ANABUKiandH‘SAITO  

（Laも0ⅠatOIyOfTeclinica1MiじⅠ・01）iology）   

既報に放て著者等はアセトン．ブタノー 

した．統いて樺について実験した結果を本戦に報督する∴ サ  

突  放   

Ⅰ■．限酵によるペクチンの分解  

（1）試  料 稽黒皮，昭和24年徳島原産のものを使用した・  

（2）使用細菌 Cわ．sわ■適加乃恥納赦頻雨脚∽に属する菌株■で京都大学農学部片桐研究室で分離され  

た菌株番号Ⅹ17である・  

（3）繰 作 稽25g・，井水500ccの配合とし，既報と同様ゐ方法により殺菌し；p‡壬を鮮菌的妃7・・0  

に調節し，K17骨細菌の玉萄黍増車液を：接覆して420Cに於て96時間醗酵した・醗酵後ほ椅を取出し，表  

皮をト除去し，充分水洗した後繊維の開紙状況む頒察し，乾燥，，粉砕してペクチシの分析を試みた．十方酸  

酵液をとりpH及び酸度を測定した 

（4）分析力法 ペクチンの分析はN叫iian8Noi叩an（1）の方法によった．pnは東繹源純水索イオン  

餞度試険鋳に・よつね・酸度は醗酵啄10ccをとり煮沸後フエノ 

⊥ダ溶掛±セヰ和嘩定して所要cc数を以て表示し準・  

（5）共険路果  

第1表 楷の醗酵成揖  

（備考）1．原皮のペクチソ酸石衣含量ほ加圧殺菌の部が8．1しナ％，常圧殺菌の部が6．66％  

・・－．50＿ 
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2∴ペクチシ敬右次含量ほ対敵敬体百分率  

3・・混合培養は第4報（6）、に於けると同様に，K17零細筒及び丁）2経常の両蘭株を按曙L．た  

4．開樹状況は大差なかった   

虹 醗酵時由と繊維の化学成分魔の変化   

試料黎び使用細菌昧前記同様とし，助成料として大豆粕1．％（対溶液百分率）を使用した．始諾p‡iノお7．O  

iこ醜節して彗20cに於て増蒸しね醗酵時間1男，24パ8，7軍，96，享20，168時間掛ニフラスコを取出して嘩恨液  

の・p鱒及び酸度を測定し，織椎については前記即売処理トて節2報（2）に諮伐した如き療準木材分野洪により  

分析を実施した．笑除籍果は第2表及び第3表に示す通りであった．  

幣酵韓のp‡i及び酸度  

第3表 椅の醗酵精練に於ける化学成分量の変化  

－－ － ●   12 1 24 ！ 48  

ケ錮  872】 7L．50  水  分   

灰  分  
アルコーソレ●ベンノぜ   

シ‘嫡 出 畳   
1％NaOH抽椚蟄   

ペ＼クチソ駿石賽  

．全 紡 戯≡ ≡素  

奈繊磯  

棄中  

刃Lh苛性ソーダによる稽¢？牽熱中りイヒ学域分患の聾イヒ 

際酵洪と比扮す・る鋸勺を以て 

の関係を耕察した．英験結果匪第4表に示す通りであった 

第4表 0．2N苛性ソ【ザ溶液をこよる楷の発熱申の化学成分魔の感化  

∵＼＼華禦  
1  

7．25  

11b7  

1．89  

7．07  

0“2き  

SSい58  

68い92  

31 

838  

1，．17  

1．81  

18  

4一．．90  

74．．27  

79“86  

20‖14  

水  分  

次  分  
アルコール●ベン・ピン′  

抽  出 塵  
1％NaOH 抽出蕊  

ペク チ ン駿石荻  

生繊維素  

芸繊芸‡βニ′γ  

8…2S  

O 83 

1，．87  

13．．12  

2．28  

85．93  

79．．98  

2〇、02  

1l‖30  

2．56  

3‖64  

2も．Ol 

8‖3  

68．91  

（備考）籍3，4表中水分ほ風乾体百分率，他ほ搾乾体百分率   

化学成分量の変化を幣酵精繚中の変化と比較すれば次の通りである∩  

（1）次 分   衣分畳の減少はアルカリ法が放御念激であるが，約10分間蒼然より後は償畳となる・   

これに対し醗酵法昧放初や1腐かに．減少するが結局は減少度がアルカリ法より著しい・即ち精練繊維中  

の次分残存畳は幣酵法がアルカリ法より小である・これは楷のみならす，桑皮・三種を通じて共通に鶴察  

出奔る処である．  

（2）1．％苛性ソーダ抽出亀   城少率は幣酵法に於て綬漫で長時間醗酵後も■アルカリ法と匪何減少率   

に於て12％の差を認める．  

＿51－・   
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（3）アル＝－・－・ルけベンゼン抽出盈   醗酵法にては48博聞彼既に恒塵となり，以後昧如何に長時間  

醗酵を継際するも減少を認め得ない・アノしカリ法は際酵法より急激に滅少し3分間の煮沸により殆ど恒畳  

となり以後甘減少しない．．即・ち醗酪アルカリ両方法を通じて他成分と大なる相異をその減少状態に胡察  

し得る．傭アルカリ洪のみについて匪三種を使用して同様の傾向を前庭（＄）が額察している」  

（4）金紙椎葉及びα一紙推薦   重職椎葉畳は幣酵，アルカリ両方逸聞に差を認め得なレが，α一働箆  

素量は大なる相異を観察し得る．即ち醗酵添によるとき伽⊥敵陣素は此餃的速かた・一党畳となり由後は  

醗酵を長く継統す・るもこの盈に変化を認めない．これに対しアルカリ法によると普せ12分間の斎藤を施し  

た繊維中に最高値を認め，以後は減少す右．  

（5）ペクチン   際酵72時間後，アルカリ煮沸12分間迄は減少曲線が殆ど同一であるが）酷酵浩に於   

ては以後柊減少を認め得な〕、に反し，アルカリ法で転意沸時間と共に漸減し30分後には含量：が0・23％に  

迄低下する．即ち際酵法によれば一定量以下に昧減少しないが，アルカリ放で捻含凰皆無に近く，長時間  

煮沸すれば零になるものと推察される・  

Ⅰ†．抄紙試験   

桑度（4）及び三松（5）の抄紙試験と同様にして樺の醗酵精練繊維を使用し‘セ抄紙試験を契施した・侍比較の  

目時を以て0・2N苛性ソー・ダ静液記場て椅を煮熟した抄紙試論を併せて行った・  

（A） 

試料として昭和23年崖の愛媛斯産楯な使用した・長期間貯薇して細菌の酵素作用を受ける慶がやゝ授か  

である：．   

印 醗酵精練栂維  表皮滋除去した楢由Og・社鹿用し，助成痢とし七大豆瀾を0・5％（対溶液百分率）  

添押して醗酵した．酷酵條件は前記実験（ユ）及びⅧ二）と同様に夷嘩し，時間如6時間としれ繊維の閲繚は  

禾た尭牟でなかつね醗酵液のpH時4・0，酸慶は5・3で率？た・叉叩解後のショツパー●リーグラーの叩解  

度は11であった．  

（2？ブルカサ輝線橋畔  阜冨弓と同校なる試料を朗Ogと・り；ユ0倍量の0・？N苛性ソーダ溶液にて30分  

間煮沸した∴叩解度は10せあゎた．  

（B）醗酵順調なる樺を使用ト1た抄′紙試験   

試料として昭和24年産め徳島鹿屋樺を使用し・た／細菌の酵素作用が臓調に廉用しペクチン分解状況も艮  

好・であった．   

臥際酵精練繊維   実験（1）と周様に抄紙試験を英施した．際酵液のpHは4・・0，酸度をま3・4，織姫の   

叩解虔は12であった．  

（4ドアルカリ精練繊維   実験（2）と同様に抄・統試験を実施した・叩解度は12で挙った・   

紙の強度   

第6鰍5フと同株の渕尭器を使用して拭の物理的性質を倒定した結果は泰5衣に示す通りであつね   

巽琴鍔具によ叫は試料の差による強度の差は認め得る・即ちペクチン分解や1困難なる拭実験番号（1）  

及び（2）はペクチン分解容易なる試料の紙英験番号（3）及び（4）より強度が大であった．これ把対■し醗酵，  

アルカリ両方法の方法の差による強度の差は大なるものでなかった．即ち第5表中（1），（2）の聞及び（3），（胡  
の聞には大差を認めない．  

蘭戯の白色度及び光沢についでも四毯斯の紙の間に大差鱒なかったい唯実験番号（1）の紙即ちペクチン  

男、解や1凶搬なる試料を．使用して腰酵港により抄紙した紙は少盈の繊維束を認めた．  

・－ 52．＿・   
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第5表 紙ノの／強 度  

紙の化学分析  

紙を粉砕して分析した結果政策6表に示す通りであった．  

第6義㌧紙の化率分析偲   

巽験結具により試料を異にする紙の問の相異を親祭すれば，ペクチン分解困難なる試料を使用した払  

第6表中の番号（1）及び（乳はペクチンのみならず次分，冷水，熱水，1％苛性ソーダ溶液，アルコール○  

ベンゼン各軸出盛が何れもペクチン分解容易なる試料を使用した紙，第6畠中の背骨（3）及び（4），の祇よ  

少食盈大となっている．．   

又十方幣酵，アルカリ両方法の紙を比較す－るに，番号（1）の醗酵法の紙を番号（2）のアルカリ津の紙と  

比較すれば繊維素，ベントザン以外め各項目の成分値に大差を認め得ないが1％苛性ソーダ抽出乳次分  
は醗酵法の紙が合畳■大となっている・これに・対してペクチン分解容易なる試料を使用した醗酵法の紙，番  

号（3），とアルカり法の払静号（4），とを比校すれば，織堆素，ベントザン以外の各項目の成分値腫何れ  

も野酵法の紙に於て少盈の傾向にある・唯ペクチン，1％苛性ソ←・ダ膵液抽出量のみが醗酵法の紙に於てよ  

り大なる含量をこ示している．  

鱒  括  

－53 ＿＿   

（1）醗酵進行に伴う化学成分魔の変化  
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（a）次分   実験（甘）の結果の繊椎葉，ベント「ザ∵ン以外の成分について考察するとき，これらの成分  

の残存盈はアルカリ漁の繊維に於て少量である．唯衣分のみがアルカリ洪の繊維に．多量残存している．か  

ゝる次分畳の相異は唯将についてのみならサ，桑皮及び三極についても同様であつでとれは各残存成分の  

形態の相異を示すもぁと考察される 

（b）アルコール・ベンゼン抽出盈   他の成分に比較して精練中速かに減少して博眉湛達する．従つ  

て約2％壷残存するとの安定なる成分が和紙の粥賽経路大なる野啓を興えるものと考えられる 

（c）α一繊維素   醗酵精練によれば仝相磯倭中のα－粗糖素魚をま恒畳に達した後は変化を儲めないが  

アルカリ精締によればα一報椎葉盈は煮熟時間の延長と英軍・減少する・徒ってK17号紐菌にはセルラ・－ゼ  

披存廃しないと考察される．  

（d）ペクチン   ペクチン含盈は常にアルカリ汝の繊維に於て少盈であり，酵素作用によってはアル  

カリ放の如くその急が皆無になることは観察出釆ない．少量ながら残存するか1るペクチンは和紙の強度  

を大にこする効果があるも 

精錬後め残存ペクチン盈、も三柾に比較すれぼ甚だ小である．  

（2）練の物理的性質と化学成分値との関係   

際酵法の．浜を．・d．2N苛性ソーダ溶液煮熟港の祇に比較するに物理的性質は大略類似した数倍を示した．  

－－・方和紙の繊維素以外の各残存成分量は開械充分顕る範囲紅於て墜そ甲農大なる程紙の瞞度が大になる  

ことは既に第5報（4）に於て指摘したところである・椅を」原料とする抄絆訊敵についても綿記四種類の紙の物  

轡，化学的性質をこ観察すれば同僚の関係が確恕可能である．   

終りにヰ契験中経始御懇情なる御指導を∴賜わった遷都大学農学部片桐英郎教授に深鼠なる謝意を「表する  

又紙の強度試験は同学部林産化学教竃の設備・を利用させて頂いた．同数窒主任館教授及び研究室各位の御  

援助に厚く感謝する．叉実験村料は愛媛倖立戯紙試験場より射られた．前松場長に深く感謝する．荷車研  

究費の・一部は文．部省科学試験研究費によった∴併せて記して感謝する．  
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Rさsum占  

Tn this experiment we have．．studied on the fermentation retting of barks of paper  

rnulberry tree．  

At various period of fermentation we took the refined fibres from the culture media  

and analysed their chemicalcompositions to comparewith the refined fibres obtained  

by alkaline r・ettingpln Which the barks weredigeStedin O∧2N sodium hydroxide solution．  

工n the refined fibr・eS Obtained by fermentationretting，the amountofmattersdissoIved   

in alcoholbenzenemiⅩture Orin1．％■NaOH solution，andofpecticsubstance，WaSfound  

to belarger thanin the fibres refined by alkaline retting，While the amount of ash was  

Only found smallerin the former fibres．  

And we prepared paperswith the fibres refined by ferImentation and by alkaline  

retting The physicalproperties of these papers were similarin both cases，although the  

results of ci二emicalanalysisⅥere different asⅥ一e：－e mentioned above．  

－ 54 －＿ 
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